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ディレクトリパラメータ
次の表に、BDIと EDIのパラメータを示し、CDIパラメータ名、または Jabber 11.8以降に適用
されないかどうかも示します。

CDIパラメータEDIパラメータBDIパラメータ

DirectoryServerTypeDirectoryServerType-

-ConnectionType-

--BDILDAPServerType

PresenceDomainPresenceDomainBDIPresenceDomain

PrimaryServerNamePrimaryServerNameBDIPrimaryServerName

SecondaryServerNameSecondaryServerName-

ServerPort1ServerPort1BDIServerPort1

ServerPort2ServerPort2-

-UseWindowCredentials-

--BDIUseJabberCredentials

ConnectionUsernameConnectionUsernameBDIConnectionUsername

ConnectionPasswordConnectionPasswordBDIConnectionPassword
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CDIパラメータEDIパラメータBDIパラメータ

UseSSLUseSSLBDIEnableTLS

-UseSecureConnection-

UseANRUseANRBDIUseANR

BaseFilterBaseFilterBDIBaseFilter

GroupBaseFilterGroupBaseFilterBDIGroupBaseFilter

--BDIUseANR

PredictiveSearchFilterPredictiveSearchFilterBDIPredictiveSearchFilter

DisableSecondaryNumberLookupsDisableSecondaryNumberLookups-

SearchTimeoutSearchTimeout-

UseWildcardsUseWildcards-

MinimumCharacterQueryMinimumCharacterQuery-

SearchBase1、SearchBase2、
SearchBase3、SearchBase4、
SearchBase5

SearchBase1、SearchBase2、
SearchBase3、SearchBase4、
SearchBase5

BDISearchBase1

GroupSearchBase1、
GroupSearchBase2、
GroupSearchBase3、
GroupSearchBase4、
GroupSearchBase5

GroupSearchBase1、
GroupSearchBase2、
GroupSearchBase3、
GroupSearchBase4、
GroupSearchBase5

BDIGroupSearchBase1

UseSipUriToResolveContactsUseSipUriToResolveContactsBDIUseSipUriToResolveConta
cts

UriPrefixUriPrefixBDIUriPrefix

SipUriSipUriBDISipUri

PhotoUriSubstitutionEnabledPhotoUriSubstitutionEnabledBDIPhotoUriSubstitutionEnab
led

PhotoUriSubstitutionTokenPhotoUriSubstitutionTokenBDIPhotoUriSubstitutionToken

PhotoUriWithTokenPhotoUriWithTokenBDIPhotoUriWithToken

PhotoSourcePhotoSourceBDIPhotoSource

LDAP_UseCredentialsFromLDAP_UseCredentialsFromLDAP_UseCredentialsFrom

LDAPUserDomainLDAPUserDomainLDAPUserDomain

LdapSupportedMechanisms--
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CDIパラメータEDIパラメータBDIパラメータ

CommonNameCommonNameBDICommonName

DisplayNameDisplayNameBDIDisplayName

FirstnameFirstnameBDIFirstname

LastnameLastnameBDILastname

EmailAddressEmailAddressBDIEmailAddress

SipUriSipUriBDISipUri

PhotoSourcePhotoSourceBDIPhotoSource

BusinessPhoneBusinessPhoneBDIBusinessPhone

MobilePhoneMobilePhoneBDIMobilePhone

HomePhoneHomePhoneBDIHomePhone

OtherPhoneOtherPhoneBDIOtherPhone

DirectoryUriDirectoryUriBDIDirectoryUri

TitleTitleBDITitle

CompanyNameCompanyNameBDICompanyName

UserAccountNameUserAccountNameBDIUserAccountName

DomainNameDomainNameBDIDomainName

CountryCountryBDICountry

LocationLocationBDILocation

NicknameNicknameBDINickname

PostalCodePostalCodeBDIPostalCode

CityCityBDICity

State状態BDIState

StreetAddressStreetAddressBDIStreetAddress

CDIパラメータ
CDIパラメータはすべてのクライアントに適用されます。

ディレクトリ統合

3

ディレクトリ統合

CDIパラメータ



ディレクトリ接続

PrimaryServerName

プライマリディレクトリサーバのアドレスを指定します。このパラメータを設定すると、手

動接続を有効にすることができ、クライアントは自動的にディレクトリサーバを検出できなく

なります。

クライアントは、次の方法でプライマリディレクトリサーバまたはセカンダリディレクトリ

サーバへの接続を試行します。

•クライアントは起動すると、プライマリサーバへの接続を試行します。

•次のような場合は、セカンダリサーバへの接続を試行します。

•プライマリサーバが使用できない。

•クライアントが接続した後でプライマリサーバで障害が発生した。

•セカンダリサーバに正常に接続できれば、クライアントは次回再起動されるまでセカンダ
リサーバへの接続を保持します。

•クライアントが接続されているときに、セカンダリサーバに障害が発生すると、クライア
ントはプライマリサーバに接続しようと試行します。

（注）

• IPアドレス：プライマリディレクトリサーバの IPアドレスを使用します。

• FQDN：プライマリディレクトリサーバの FQDNを使用します。

例: <PrimaryServerName>parent-domain-fqdn</PrimaryServerName>

SecondaryServerName

バックアップディレクトリサーバのアドレスを指定します。

手動接続を有効にして、クライアントが自動的にディレクトリサーバを検出できないようにす

るには、このパラメータを設定する必要があります。

PrimaryServerNameパラメータの値を指定する場合は、フェールオーバー用にこのパラメータ
を設定する必要があります。

• IPアドレス：バックアップディレクトリサーバの IPアドレスを使用します。

• FQDN：バックアップディレクトリサーバの FQDNを使用します。

例：<SecondaryServerName>www.example.com</SecondaryServerName>
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ServerPort1

プライマリディレクトリサーバのポートを指定します。

PrimaryServerNameパラメータの値を指定する場合は、このパラメータを設定する必要があり
ます。

例：<ServerPort1>123</ServerPort1>

ServerPort2

バックアップディレクトリサーバのポートを指定します。

SecondaryServerNameパラメータの値を指定する場合は、このパラメータを設定する必要があ
ります。

例：<ServerPort2>345</ServerPort2>

ConnectionUsername

クライアントがディレクトリサーバで認証するために使用される共有ユーザ名を手動で指定す

ることができます。

デフォルトで、Jabberデスクトップクライアントは、Kerberosまたはクライアント証明書認証
を使用します。このパラメータは、Kerberosまたはクライアント証明書認証のどちらかを使用
してもディレクトリサーバーで認証ができない場合のみに使用します。

ディレクトリに対する読み取り専用権限を持っているアカウントの既知のまたは公開されてい

るクレデンシャルのセットのみを使用する必要があります。

クライアントは、プレーンテキストとしてこのユーザ名を転送し、保存します。重要

例：<ConnectionUsername>username</ConnectionUsername>

ConnectionPassword

ディレクトリサーバでの認証にクライアントが使用できる共有パスワードを手動で指定できる

ようにします。

デフォルトで、Jabberデスクトップクライアントは、Kerberosまたはクライアント証明書認証
を使用します。このパラメータは、Kerberosまたはクライアント証明書認証のどちらかを使用
してもディレクトリサーバーで認証ができない場合のみに使用します。

ディレクトリに対する読み取り専用権限を持っているアカウントの既知のまたは公開されてい

るクレデンシャルのセットのみを使用する必要があります。

LDAPをプレーンテキスト送信の設定にしない限り、クライアントはこのパスワードが暗号化
されているものとして送信、保存します。

重要
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このパラメータの値は、共有パスワードです。

例：<ConnectionPassword>password</ConnectionPassword>

UseSSL
デフォルト設定：True

LDAPサーバーへの接続は、デフォルトで、LDAPSプロトコルを使用してSSLを使用します。

これを Falseに設定すると、プレーンテキストの LDAPプロトコルを使用します。プレーンテ
キストの LDAPプロトコルは、LDAPポートが 389または 3268のいずれかであり、UseSSL設
定キーが設定されていない場合にも選択されます。

設定時の構成キーは、プロトコルの自動決定を上書きします。（注）

UseANR
デフォルト設定(すべてのクライアント): true

予測検索クエリの実行時に、あいまいな名前の解決 (ANR)の使用を有効または無効にします。

trueに設定すると、Jabberは ANRを使用して予測検索を行う LDAPクエリを構築します。

Falseに設定されている場合、Jabberは、予測検索で使用するための複雑なクエリを構築しま
す。

JabberがOpenLDAPサーバーに接続されている場合、ANRが無効になります。ActiveDirectory
サーバーに接続している場合にのみ有効になります。

非 ANRサーバーで使用されるクエリの形式は、「PredictiveSearchFilter」パラメータを使用し
て設定されます。

例: <UseANR>false</UseANR>

ディレクトリクエリー

BaseFilter

Active Directoryクエリーの基本フィルタを指定します。

ディレクトリへのクエリーの実行時にユーザオブジェクト以外のオブジェクトを取得するに

は、ディレクトリのサブキー名を指定する必要があります。

設定ファイルには、有効な XML文字実体参照のみを含めることができます。カスタムベース
フィルタを指定する場合は、&ではなく、&を使用します。

すべてのクライアントのデフォルト値は (&(objectCategory=person)(
objectClass=user)です。

ディレクトリ統合
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例: <BaseFilter>(&(objectCategory=person) (memberOf=cn=group-name))</BaseFilter>

GroupBaseFilter

Active Directoryエンタープライズグループクエリーの基本フィルタを指定します。

すべてのクライアントのデフォルト値は、

(&(objectCategory=group)
(!(groupType:1.2.840.113556.1.4.803:=2147483648))です（使用する前に、この
値に挿入されているスペースをすべて削除してください）。

例: <GroupBaseFilter>(&(objectCategory=person)(memberOf=cn=group-name))</GroupBaseFilter>

PredictiveSearchFilter

予測検索LDAPクエリの属性設定を定義します。検索クエリーをフィルタするために、複数の
カンマ区切り値を定義できます。

この設定は、「UseANR」が Falseに設定されている場合、または非 Active Directoryサーバー
に接続している場合にのみ読み取られます。UseANRが任意の値に設定されていない場合、
Jabberは予測検索クエリに対してデフォルトの属性設定を使用します。

デフォルト値は、次の Jabberパラメータの属性マップに基づいて作成されます。

•メールアドレス

•ユーザ名（username）

• displayname

• givenname

• surname

• nickname

• sipURI

これらの属性の一般的なマッピングは次のとおりです。

OpenLDAPActive Directory属性Jabber Parameter

メールアドレスメールアドレスメールアドレス

[uid]SAMAccountNameユーザ名（username）

cndisplayNamedisplayname

givenNamegivenNamegivenname

displayNameニックネーム

mailmsRTCSIP-PrimaryUserAddresssipURI

snsnsurname
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ディレクトリサーバーが、ANR形式のクエリをサポートしていない場合で、予測検索クエリ
用に照会された属性設定をカスタマイズする場合は、この設定を使用できます。

DisableSecondaryNumberLookups

携帯電話番号、自宅の電話番号、他の電話番号などの仕事用の番号を使用できない場合に、

ユーザが代替連絡先番号を検索できるかどうかを指定します。

• 0（デフォルト）：ユーザは代替連絡先番号を検索できます。

• 1：ユーザは代替連絡先番号を検索できません。

例：<DisableSecondaryNumberLookups>1</DisableSecondaryNumberLookups>

SearchTimeout

クエリのタイムアウト時間を秒数で指定します。

このパラメータの値は秒数です。デフォルト値は 5です。

例：<SearchTimeout>6</SearchTimeout>

UseWildcards

ユーザがワイルドカード検索を使用できるようにするかどうかを指定します。

• 0（デフォルト）：ワイルドカードを使用しません。

• 1：ワイルドカードを使用します。

ワイルドカードを使用すると、ディレクトリの検索に時間がかか

る場合があります。

（注）

例：<UseWildcards>1</UseWildcards>

MinimumCharacterQuery

ディレクトリから名前をクエリーするためにユーザが入力する必要のある連絡先名の最小文字

数を設定します。

このパラメータの唯一の値は数値です。デフォルト値は 3です。

たとえば、このパラメータの値として2を設定した場合、ユーザが検索フィールドに少なくと
も 2文字を入力するとクライアントはディレクトリを検索します。

例：<MinimumCharacterQuery>2</MinimumCharacterQuery>

SearchBase1、SearchBase2、SearchBase3、SearchBase4、SearchBase5

検索が開始されるディレクトリサーバの場所を指定します。
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検索ベースはクライアントが検索を実行するルートです。デフォルトの場合、クライアントは

ディレクトリツリーのルートから検索を行います。

ActiveDirectoryは通常、検索ベースを必要としません。特定のパフォーマンス要件がある場合
にのみ、ActiveDirectoryの検索ベースを指定します。また、検索ベースを指定するときには、
ディレクトリ内の特定の場所へのバインディングを作成するために、Active Directory以外の
ディレクトリサーバの検索ベースを指定する必要もあります。

このパラメータの値は、ディレクトリツリー内の検索可能な組織単位（OU）です。デフォル
トの動作を上書きする場合は、最大 5つの検索ベースの値をOUに指定することができます。

OUを指定すると、検索対象を特定のユーザグループに制限することができます。たとえば、
ユーザのサブセットが IM機能のみを使用しているとします。これらのユーザを OUに含め、
この OUを検索ベースとして指定します。

ヒント

例：<SearchBase1>OU=Users1</SearchBase1>

GroupSearchBase1、GroupSearchBase2、GroupSearchBase3、GroupSearchBase4、
GroupSearchBase5

エンタープライズグループの検索を開始するディレクトリサーバの場所を指定します。

検索ベースはクライアントが検索を実行するルートです。デフォルトの場合、クライアントは

ディレクトリツリーのルートから検索を行います。

デフォルトの動作を上書きする場合は、最大 5つの検索ベースの値を組織単位（OU）に指定
することができます。

このパラメータの値は、ディレクトリツリー内の検索可能な OUです。

例：<GroupSearchBase1>OU=Group1</GroupSearchBase1>

IMアドレススキーム

UseSipUriToResolveContacts

Cisco IM and Presenceサービスで使用する IMアドレス方式を指定します。

• true：ディレクトリ URIスキームを使用します。

• false（デフォルト）：User ID @[Default Domain]スキームを使用します。

例：<UseSipUriToResolveContacts>true</UseSipUriToResolveContacts>

UriPrefix

SipUriパラメータから削除するプレフィックスを指定します。

値はプレフィックス文字列です。
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たとえば、sip:が msRTCSIP-PrimaryUserAddressディレクトリ属性の前に付加されている場合
があります。

例：<UriPrefix>sip:</UriPrefix>

SipUri

IMアドレススキームフィールドをマッピングするディレクトリ属性フィールドを指定しま
す。

このパラメータの値として、次のいずれかのディレクトリ属性フィールドを指定できます。

• mail

• msRTCSIP-PrimaryUserAddress

例：<SipUri>msRTCSIP-PrimaryUserAddress</SipUri>

LdapSupportedMechanisms
すべてのクライアントに適用されます。

LDAPサーバーで認証する順序を指定します。

以下に指定した各メカニズムは、コンタクトサービスおよび LDAPサーバでサポートする必
要があります。

スペースを使用して、複数の認証メカニズムを区切ります。

• GSSAPI (default)—Kerberos v5.デスクトップクライアントでのみサポートされています。

• EXTERNAL—SASL external.

• • PLAIN –シンプル LDAPバインド。（匿名バインドは、シンプルバインドのサブセット
です）。ConnectionUsernameおよび ConnectionPasswordパラメータ、または
LDAP_UseCredentialsFromパラメータが既存する場合は、デフォルトで使用されます。

例 1: <LdapSupportedMechanisms>GSSAPI EXTERNAL PLAIN</ LdapSupportedMechanisms>

この例では、Jabberは、まず GSSAPIがサポートされているかを確認し、次に認証を試みま
す。GSSAPIがサポートされていない場合、Jabberは EXTERNALがサポートされているかど
うかを確認し、認証を試みます。どちらもサポートされていない場合は、JabberはPLAINでの
認証を試みます。

例 2: <LdapSupportedMechanisms>PLAIN</LdapSupportedMechanisms>

この例では、JabberはPLAINでの認証のみを使用します。

EnableEmployeeNumber
Windows版 Cisco Jabberに適用されます。
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ユーザが Jabberを使用して、LDAPサーバを検索したときに、LDAPサーバから従業員番号を
フェッチします。

• 0または false (デフォルト):従業員番号は無効になります。

• 1または true:従業員番号が有効になります。

例: <EnableEmployeeNumber>0</EnableEmployeeNumber>

UseLdapReferral
Windows版 Cisco Jabberと Android版 Cisco Jabberに適用されます。

クライアントが連絡先の解決を試みるときに LDAP紹介を使用するかどうかを指定します。

値：

• 0 (デフォルト): LDAP紹介を無効にします。

• 1: LDAP紹介を有効にします。

例: <UseLdapReferral>1</UseLdapReferral>

LDAP_UseCredentialsFrom
オンプレミス展開向けのすべての Cisco Jabberクライアントに適用されます。

ディレクトリサーバに接続するときに Cisco Jabberが使用するログイン情報を指定します。

• Voicemail：ディレクトリサーバに接続するとき、ボイスメールログイン情報を使用しま
す。

• Exchange：ディレクトリサーバへの接続時に、Cisco JabberがMicrosoft Exchangeへの接続
に使用するクレデンシャルを使用します。

• CUCM：ディレクトリサーバへの接続時、Cisco Unified Communications Managerのクレデ
ンシャルを使用します。

例：<LDAP_UseCredentialsFrom>CUCM</LDAP_UseCredentialsFrom>

このパラメータを設定すると、ディレクトリのログイン情報をオプションウィンドウで手動で

入力できなくなります。ディレクトリのログイン情報は、CiscoUnifiedCommunicationsManager
のサービスプロファイルまたは、jabber-config.xmlファイルの CDIディレクトリ統合パ
ラメータを使用して設定できます。同期されたログイン情報と管理者が定義したログイン情報

の両方を使用することは推奨されません。

場合によっては、LdapUserDomainパラメータを使用して、LDAPサーバーへの認証を行うよ
うドメインを定義する必要があります (該当する場合)。たとえば、認証 IDは、<CUCM
Username>@<LdapUserDomain>のようになります。
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設定が矛盾するので、LDAP_UseCredentialsFromパラメータと次のパラメータを併用しないで
ください。

• LdapAnonymousBinding

• ConnectionUsernameおよび ConnectionPassword

• UseWindowsCredentials

（注）

LdapUserDomain
オンプレミス展開向けのすべての Cisco Jabberクライアントに適用されます。

LDAPサーバに接続するときに、ユーザ名に付加するドメインを指定します。LDAPサーバが
UPNまたは電子メールベースのアカウント認証を必要とするとき役立ちます。このパラメータ
は、LDAP_UseCredentialsFromと一緒に使用します。

ユーザ名に@記号が付加され、続いてLdapUserDomainに指定された値が付加されます。結果
の値はLDAPサーバへの接続で使用されます。たとえば、AdamMcKenzieという名前のユーザ
のユーザ IDを amckenzie、LdapUserDomainを example.comとすると、LDAPサーバ認証での
ユーザ名は amckenzie@example.comになります。

例：<LdapUserDomain>example.com</LdapUserDomain>

LdapDNSForestDomain
すべての Cisco Jabberクライアントに適用されます。

このパラメータは、Windows以外の環境で jabber-configファイルでのみ使用します。制約事項

Jabberは、最初にDNSFORESTNAME環境変数を読み取ることによって、DNSSRVクエリを使
用してグローバルカタログを検出します。環境変数が存在しない場合、Jabberは、WindowsAPI
を使用して DNSフォレスト名を取得します。Windows以外の環境でも Jabberが同様に動作す
るようにするには、jabber-configファイル内で DNSフォレスト名を LdapDNSForestDomainに
配置します。

連絡先の写真

PhotoUriSubstitutionEnabled

写真を表示するために URIを使用するかどうかを指定します。

• true：写真 URIの代替が有効にされます。

ディレクトリ統合
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• false（デフォルト）：写真 URIの代替が無効になります。

例: <PhotoUriSubstitutionEnabled>true</PhotoUriSubstitutionEnabled>

PhotoUriSubstitutionToken

写真のパスを作成するために使用される写真 URIのトークンを指定します。

PhotoURISubstitutionTokenパラメータと組み合わせて使用できるのは次の属性だけです。

•共通名（Common Name）

•表示名

•名

•姓

• Nickname

•電子メールアドレス（Email Address）

•フォトソース（Photo Source）

•職場電話（Business Phone）

•携帯電話（Mobile Phone）

•自宅電話（Home Phone）

•連絡先電話（Preferred Phone）

•他の電話（Other Phone）

•役職（Title）

•会社名（Company Name）

•ユーザアカウント名（User Account Name）

•ドメイン名（Domain Name）

•ロケーション（Location）

•郵便番号（Post Code）

•都道府県（State）

•市区町村郡（City）

•番地（Street）

このパラメータを使用するときには、PhotoUriSubstitutionEnabledパラメータが trueに設定され
ていることを確認する必要があります。

重要

ディレクトリ統合
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このパラメータの値は、ディレクトリ属性です。

例：<PhotoUriSubstitutionToken>sAMAccountName</PhotoUriSubstitutionToken>

PhotoUriWithToken

変数値として、ディレクトリ属性が付いた写真 URIを指定します。

パラメータは LDAPディレクトリ統合に適用されます。

クライアントはクレデンシャルなしで、Webサーバから画像を取得できる必要があります。制約事項

写真 URIの代替を設定するには、PhotoUriSubstitutionTokenの値としてディレクトリ属性を設
定します。

このパラメータの値は URIです。

例：<PhotoUriWithToken>http://staffphoto.example.com/sAMAccountName.jpg</PhotoUriWithToken>

PhotoSource

連絡先の写真をバイナリオブジェクトとしてまたは写真の URIの形で格納するディレクトリ
属性の名前。

値はディレクトリ属性です。

例：<PhotoSource>thumbnailPhoto</PhotoSource>

「jpegPhoto」、「thumbnailPhoto」などの属性を使用する場合は、これらが Active Directoryの
グローバルカタログに追加されることを確認します。

ヒント

PhoneNumberMasks
ユーザが電話番号を検索するときに使用するマスクを指定します。

たとえば、ユーザが +14085550100からのコールを受信するとします。ディレクトリでは、こ
の番号は +(1) 408 555 0100です。+1408|+(#) ### ### ####というマスクが番号に解決さ
れます。マスク文字列の長さは、レジストリサブキー名のサイズ制限を超えることはできませ

ん。

電話マスクは、クライアントでディレクトリを検索する前に電話番号に適用されます。電話マ

スクを正しく設定すると、完全一致クエリーとしてディレクトリ検索が成功するため、ディレ

クトリサーバのパフォーマンスへの影響が回避されます。

次の表に、電話マスクに含めることができる要素を示します。

ディレクトリ統合
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説明要素

番号パターンを設定してディレクトリから電話番号を取得します。

電話マスクを追加するには、マスクを適用する番号パターンを指定します。

たとえば、+1408で始まる検索に対してマスクを指定するには、+1408|+(#)
### ### ####のマスクを使用します。

桁数が同じでもパターンが異なる電話番号をマスクで処理できるようにする

には、桁数が同じ複数のマスクを使用します。たとえば、会社にサイト Aと
サイト Bがあるとします。各サイトは個々にディレクトリを管理しており、
それぞれのディレクトリに含まれる電話番号は次のように形式が異なってい

ます。

+(1) 408 555 0100
+1-510-5550101

+1408|+(#) ### ### ####|+1510|+#-###-#######のマスクにより、両方の番号を
正しく使用できます。

電話番号パ

ターン

番号パターンとマスクを区切ります。

たとえば、+1408|+(#) ### ### ####|+34|+(##) ### ####です。

パイプ記号

（|）

一致すると考えられる文字のサブセットの代わりに 1つ以上の文字を使用し
ます。

電話マスクで任意のワイルドカード文字を使用できます。たとえば、アスタ

リスク（*）は、1つ以上の文字を表し、+3498|+##*##*###*####のようにマ
スクに適用できます。ワイルドカードとともにこのマスクを使用すると、電

話番号検索で次のいずれかの形式と一致します。

+34(98)555 0199
+34 98 555-0199
+34-(98)-555.0199

ワイルドカー

ド文字

番号パターンを右から左に適用します。

たとえば、+34985590199に+3498|R+34 (98) 559 ####のマスクを適用すると、
+34 (98) 559 0199が取得されます。

順マスクと逆マスクの両方を使用できます。

逆マスク

このパラメータの唯一の値は、マスク文字列です。

例：<PhoneNumberMasks>+1408|+(#) ### ### ####</PhoneNumberMasks>

ContactSearchSource
すべてのクライアントに適用されます。

前提条件: Jabberチームメッセージングモードを有効にする。

ディレクトリ統合

15

ディレクトリ統合

ContactSearchSource



Jabberチームメッセージングモードを実行している環境の Jabber検索に使用する送信元を指定
します。検索結果とともに、その人物のプロファイル写真を閲覧し、通話することができま

す。

CIの値でContactProfileSearchパラメータを設定した場合は、このパラメータは無視されます。

• CI (デフォルト): Jabberのユーザは、Teamsディレクトリ内の共通アイデンティティ (CI)
内にある連絡先を検索できます。

• CI-UDS-LDAP: Jabberは、CIおよび社内ディレクトリ (UDS/LDAP)から連絡先を検索する
ことができます。

この値を使用する場合は、DirectoryServerTypeも使用する必要が
あります。

（注）

例: <ContactSearchSource>CI-UDS-LDAP</ContactSearchSource>

ContactProfileSource
すべてのクライアントに適用されます。

前提条件: Jabberチームメッセージングモードを有効にする。

Jabberチームメッセージングモードが実行されている環境で、ユーザの連絡先のプロファイル
のソースを定義します。検索結果とともに、その人物のプロファイル写真を閲覧し、通話する

ことができます。

• CI: Teamsディレクトリ内の共通アイデンティティ (CI)からのプリファイル情報。この値
を設定した場合、ContactSearchSourceパラメータは無視され、予測検索は CIにのみ表示
されます。

• CI-UDS-LDAP (デフォルト): Jabberは、UDSまたは LDAPからプロファイル情報を取得し
ます。ユーザの写真や表示名など、ユーザの詳細が合致しない場合、UDS/LDAPからのプ
ロファイル情報より、CIのプロファイル情報が優先されます。

この値を使用する場合は、DirectoryServerTypeも使用する必要が
あります。

（注）

例: <ContactProfileSource>CI-UDS-LDAP</ContactProfileSource>

DirectoryServerType
すべてのクライアントに適用されます。

ディレクトリ統合
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連絡先解決に使用するディレクトリサーバの種類を指定します。Jabberでは、contactsearchsource
または contactsearchsourceを CI-UDS-LDAPに設定すると、このパラメータが使用されます。

MRAを使用している場合、Jabberはこのパラメータを無視して、UDSを使用します。

このパラメータに使用する値は次のとおりです。

• Ldap: LDAPサーバに接続します。

• UDS—Connect to UDS (Cisco Unified Communications Managerサーバ).この値は、すべての
Cisco Jabberクライアントで使用されます。また、お使いの Expresswayモバイルおよび
Remote Accessにも適用できます。

例: < DirectoryServerType > LDAP </DirectoryServerType >

属性マッピングのパラメータ
次の表に、LDAPディレクトリ属性をマッピングするためのパラメータを示します。

デフォルトで
Ambiguous Name
Resolution（ANR）
に設定されている

デフォルト

でインデッ

クスが作成

される

デフォル

トでグ

ローバル

カタログ

内に存在

する

ディレクトリ属性CDIパラメータ

いいえはいはいcnCommonName

はいはいはいdisplayNameDisplayName

はいはいはいgivenNameFirstname

はいはいはいsnLastname

はいはいはいメールアドレスEmailAddress

はいはいはいmsRTCSIP-PrimaryUserAddressSipUri

クライアント

は、URIダイア
リングではな

く、ドメイン内

フェデレーショ

ンでこのパラ

メータを使用し

ます。

（注）

いいえいいえいいえthumbnailPhotoPhotoSource
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デフォルトで
Ambiguous Name
Resolution（ANR）
に設定されている

デフォルト

でインデッ

クスが作成

される

デフォル

トでグ

ローバル

カタログ

内に存在

する

ディレクトリ属性CDIパラメータ

いいえいいえはいtelephoneNumberBusinessPhone

いいえいいえはいmobileMobilePhone

いいえいいえはいhomePhoneHomePhone

いいえいいえはいotherTelephoneOtherPhone

いいえいいえはいメールアドレスDirectoryURI

クライアント

は、URIダイヤ
ルにこのパラ

メータを使用し

ます。

（注）

いいえいいえはいタイトル[役職（Title）]

いいえはいはい会社CompanyName

はいはいはいsAMAccountNameUserAccountName

いいえはいはいuserPrincipalNameDomainName

いいえいいえはいco

いいえいいえはい[所在地（Location）]

はいはいはいdisplayNameニックネーム

いいえいいえはいpostalCodePostalCode

いいえはいはいl市区町村

いいえはいはいst状態

いいえいいえはいStreetAddressStreetAddress

ディレクトリサーバの属性

クライアントのLDAPディレクトリサーバで属性のインデックスを作成する必要があります。
これによりクライアントが連絡先を解決できます。

ディレクトリ統合
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デフォルトの属性マッピングを使用するには、次の属性のインデックスを作成する必要があり

ます。

• sAMAccountName

• displayName

• sn

•名前

• proxyAddresses

• [mail]

•部署

• givenName

• telephoneNumber

さらに、セカンダリ番号クエリーについては、次の属性もインデックス化する必要があり

ます。

• otherTelephone

• mobile

• homePhone

Windows版 Cisco Jabberでは、デフォルトで、セカンダリ番号ク
エリーが有効になっています。セカンダリ番号クエリーは、

DisableSecondaryNumberLookupsパラメータを使用して無効にする
ことができます。

（注）

• msRTCSIP-PrimaryUserAddress

Windows版Cisco Jabberはデフォルトでグローバルカタログサーバに接続するため、すべての
属性がグローバルカタログサーバ上に存在することを確認する必要があります。Microsoft
Active Directoryスキーマスナップインなどの適切なツールを使用すると、グローバルカタロ
グサーバに属性を複製できます。グローバルカタログサーバに属性を複製するかどうかを選

択できます。

•グローバルカタログサーバに属性を複製すると、ドメイン内の Active Directoryサーバ間
でトラフィックが生成されます。そのため、グローバルカタログサーバへの属性の複製

は、ネットワークトラフィックが余分な負荷を処理できる場合にのみ行う必要がありま

す。

•グローバルカタログサーバに属性を複製しない場合は、ドメインコントローラに接続す
るように Cisco Jabberを設定します。このように設定した場合は、クライアントがドメイ
ンコントローラに接続するときに、それぞれの単一ドメインだけを問い合わせます。

ディレクトリ統合
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UDSパラメータ
UDSパラメータは、UDSサーバに接続する場合、および連絡先の解決とディレクトリクエリー
を実行する場合に使用します。

UDSパラメータは、すべての Cisco Jabberクライアントに適用されます。

ディレクトリ接続

PresenceDomain

プレゼンスノードのドメインを指定します。このパラメータは必須です。

このパラメータの唯一の値は、プレゼンスノードのドメインです。

クライアントは、IMアドレスを作成するために、このドメインをユーザ IDに追加します。た
とえば、Adam McKenzieという名前のユーザのユーザ IDが amckenzieであるとします。プレ
ゼンスノードドメインとして example.comを指定します。

ユーザがログインすると、クライアントはAdamMcKenzie用に amckenzie@example.comという
IMアドレスを作成します。

例：<PresenceDomain>example.com</PresenceDomain>

UdsServer

Cisco Unified Communications Manager User Data Service（UDS）サーバのアドレスを指定しま
す。

このパラメータは、クライアントが自動的に UDSサーバを検出できない手動接続の場合に必
要です。

• IPアドレス：UDSサーバの IPアドレスを使用します。

• FQDN：UDSサーバの FQDNを使用します。

例：<UdsServer>ccm1</UdsServer>

IMアドレススキーム

UdsPhotoUriWithToken

変数値として、ディレクトリ属性が付いた写真 URIを指定します。

このパラメータは UDSディレクトリ統合に適用されます。次のいずれかのケースで連絡先の
写真をダウンロードするには、このパラメータを指定する必要があります。

ディレクトリ統合
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• UDSを使用するようにDirectoryServerTypeパラメータを設定した場合。この設定では、企
業のファイアウォールの内側または外側のクライアントが連絡先解決に UDSを使用しま
す。

• Expressway for Mobile and Remote Accessを展開した場合。この展開では、企業のファイア
ウォールの外側のクライアントが自動的に連絡先解決に UDSを使用します。

クライアントはクレデンシャルなしで、Webサーバから画像を取得できる必要があります。制約事項

このパラメータの値は URIです。

例：<UdsPhotoUriWithToken>http://www.photo/url/path/%%uid%%.jpg</UdsPhotoUriWithToken>

UseSIPURIToResolveContacts

IM and Presenceサービスで使用する IMアドレス方式を指定します。

• true：ディレクトリ URIスキームを使用します。

• false（デフォルト）：User ID@[Default Domain]スキームを使用します。

例：<UseSIPURIToResolveContacts>true</UseSIPURIToResolveContacts>

UriPrefix

SipUriパラメータから削除するプレフィックスを指定します。

唯一の値はプレフィックス文字列です。

たとえば、sip:が msRTCSIP-PrimaryUserAddressディレクトリ属性の前に付加されている場合
があります。

SipUriがmsRTCSIP-PrimaryUserAddressに設定されていない場合は、<UriPrefix>sip:</UriPrefix>
のタグを削除します。

例：<UriPrefix>sip:</UriPrefix>

SipUri

IMアドレススキームフィールドをマッピングするディレクトリ属性フィールドを指定しま
す。

このパラメータの値として、次のいずれかのディレクトリ属性フィールドを指定できます。

• mail

• msRTCSIP-PrimaryUserAddress

例：<SipUri>msRTCSIP-PrimaryUserAddress</SipUri>

ディレクトリ統合
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EmailAddress

すべての Cisco Jabberクライアントに適用されます。

ユーザデータサービス (UDS)内のどの属性が電子メールアドレスであるかを指定します。こ
のパラメータを value mailと設定します。

例：

<EmailAddress>mail</EmailAddress>

このパラメータは、最新の Jabberバージョンで LDAPおよび UDSクエリの両方をサポートし
ます。

（注）

DirectoryUriPrefix
すべての Cisco Jabberクライアントに適用されます。

データが LDAPから取得された場合にのみ、DirectoryUri値から削除するプレフィックスを指
定します。

たとえば、ディレクトリURIが sip: amckenzie@example.comである場合は、次のように設定し

ます。

<DirectoryUriPrefix>sip:</DirectoryUriPrefix>

MaxWordsOfFirstName
すべての Cisco Jabberクライアントに適用されます。

このパラメータは、UDSディレクトリ統合に適用され、ユーザの名が予測検索で使用できる最
大単語数を指定します。ユーザの名のデフォルト値は2文字であり、最大単語数は制限されて
いません。

例: <MaxWordsOfFirstName>2</MaxWordsOfFirstName>

MaxWordsOfLastName
すべての Cisco Jabberクライアントに適用されます。

このパラメータは、UDSディレクトリ統合に適用され、ユーザの姓が予測検索で使用できる最
大単語数を指定します。ユーザの姓のデフォルト値は2文字であり、最大単語数は制限されて
いません。

例: < MaxWordsOfLastName > 2 </MaxWordsOfLastName >

ディレクトリ統合
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ディレクトリサーバ設定の例
ここでは、サポートされている統合シナリオについて説明し、設定の例を示します。

ドメインコントローラの接続

ドメインコントローラに接続するには、次のパラメータを設定します。

値パラメータ

[1]ConnectionType

設定例を次に示します。

<Directory>
<ConnectionType>1</ConnectionType></Directory>

KerberosConfiguration
デスクトップ版 Cisco Jabberに適用されます。

KerberosConfigurationパラメータを jabber-config.xmlファイルに追加できます。パラメータ値
は、MIT-Kerberos設定ファイルとしてディスクに書き込まれます。

このパラメータを設定しない場合、Jabberは、クライアントマシンが参加している Active
Directoryドメインにのみに接続して、ディレクトリ検索を実行します。クライアントマシン
が属していない他の Active Directoryドメインに接続するには、domain_realmマッピングを設
定します。

たとえば、マルチフォレスト環境で、2つのフォレストが ADインフラストラクチャ内に展開
されているとします。ユーザアカウントはフォレスト 1にあり、そのリソースはフォレスト 2
にあります。この場合は、ユーザドメインとしてdomain1.comを設定し、リソースドメイン
として domain2.comおよび child.domain2.comを設定します。フォレスト 1とフォレス
ト 2間のゼロトラスト関係を確立します。

ユーザが、domain1.comからサインインして、リソースドメインにアクセスする場合は、
jabber-config.xmlで、KerberosConfigurationに適切な値を設定します。

Kerberos設定が 1つの回線に入力されていても機能しない場合は、この例のように複数の回線
に入力してみてください。

（注）

例：

<Directory>
<KerberosConfiguration>
[domain_realm]
.domain1.com = DOMAIN1.COM
.child.domain1.com = CHILD.DOMAIN1.COM
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</KerberosConfiguration>
</Directory>

Cisco Jabberの手動サーバー接続
手動でディレクトリサーバに接続するには、次のパラメータを設定します。

値パラメータ

FQDN

IPアドレス

PrimaryServerName

Port numberServerPort1

FQDN

IPアドレス

SecondaryServerName

Port numberServerPort2

設定例を次に示します。

<Directory>

<PrimaryServerName>primary-server-name.domain.com</PrimaryServerName>
<ServerPort1>1234</ServerPort1>
<SecondaryServerName>secondary-server-name.domain.com</SecondaryServerName>
<ServerPort2>5678</ServerPort2>
</Directory>

UDSの統合
UDSと統合するには、次のパラメータを設定します。

値パラメータ

UDSDirectoryServerType

UDSサーバの IPアドレスUdsServer

連絡先写真の URLUdsPhotoUriWithToken

既存ドメインのサーバアドレスPresenceDomain

このパラメータを使用するのは、

電話機モードだけです。

（注）

すべての連絡先解決（つまり、企業ファイアウォールの内側と外側）に UDSを使用する場合
にのみ、DirectoryServerTypeパラメータを UDSに設定します。

（注）

設定例を次に示します。
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<Directory>
<DirectoryServerType>UDS</DirectoryServerType>
<UdsServer>11.22.33.444</UdsServer>
<UdsPhotoUriWithToken>http://server-name/%%uid%%.jpg</UdsPhotoUriWithToken>

</Directory>

Expressway for Mobile and Remote Accessの LDAP統合
LDAPディレクトリ統合と Expressway for Mobile and Remote Accessが展開されている場合、ク
ライアントは以下を使用します。

•企業ファイアウォール内では LDAP

•企業ファイアウォール外では UDS

LDAPはデフォルト設定であるため、クライアントコンフィギュレーションファイルに
DirectoryServerTypeパラメータを含める必要はありません。

（注）

クライアントが企業ファイアウォールの内側でも外側でも連絡先写真を解決できるよう、次の

パラメータを設定します。

値パラメータ

企業ファイアウォール内での連絡先写真URL。PhotoUriWithToken

企業ファイアウォール外での連絡先写真URL。UdsPhotoUriWithToken

設定例を次に示します。

<Directory>
<PhotoUriWithToken>http://photo.example.com/sAMAccountName.jpg</PhotoUriWithToken>
<UdsPhotoUriWithToken>http://server-name/%%uid%%.jpg</UdsPhotoUriWithToken>

</Directory>

Cisco Jabber®用の簡易認証
単純な認証では、次の設定例のように簡易バインドを使用してディレクトリサーバに接続する

ことができます。

<ConnectionUsername>username</ConnectionUsername>
<ConnectionPassword> password</ConnectionPassword>

ディレクトリ統合
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